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対象とする問題の概要 

 私はスーフィズム（イスラーム神秘主義）、特に 16,17 世紀南アジアで活躍した Muḥibb Allāh 
Ilāhābādī （ムヒッブラー・イラーハーバーディー）(1587/88-1648)のイスラーム神秘主義思想

を研究している。イスラーム神秘主義思想において、Ibn ʿArabī（イブン・アラビー）（1165-

1240）に端を発する「存在一性論」という代表的な思想があり、この思想潮流は南アジアにおい

てもみられるが、南アジアにおける「存在一性論」研究においては下記２点の特徴が指摘される

ことが多い。ひとつは、南アジアの存在一性論者のほとんどが、イブン・アラビーの著作を実際

に読んでいなかったことであり、もうひとつは、南アジアの存在一性論研究は今なお概説にとど

まっており、各思想家の思想内容にまで踏み込んで論じた研究が少ないことである。この点にお

いて、イブン・アラビーの代表著作を読んでいたイラーハーバーディーは注目に値する思想家で

あるとともに、彼の思想内容についての個別的研究が期待されている状況である。 

 

研究目的 

【研究の主目的：イラーハーバーディーのテキストの収集】 

【研究の副目的：研究ネットワークの構築】 

 イラーハーバーディーの著作のほとんどは未だ写本の状態で南アジア各地に保管されており、

そのほとんどがオンライン公開されていないため、今回の調査では、実際にインドを訪れ、イラ

ーハーバーディーの写本を撮影し、テキストを収集することを主目的としていた。今回の調査で

訪れたのは、デリー・アリーガル・アッラーハーバードの３か所である。アリーガル・ムスリム

大学のモーラーナー・アーザード図書館と、アッラーハーバード所在のイラーハーバーディーを

祀った宗教施設（ハーンカー）に併設された図書館で、写本データの収集をおこなった。また、

デリーにおいては、現地でのみ買うことのできるイラーハーバーディーの刊本を購入するととも

に、その著者を訪ねて研究についての議論をおこなった。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

〇写本の探索・収集 

今回の調査を通じて、自身の研究に必要な写本を取得するための一連の作業を実体験することが

できた。なお、実際に現地に行って初めて分かったことは、目録（紙・Web 問わず）に記載され

た写本情報と実際の写本の内容が一致しないことがあったり、コピーや電子データの取得ができ

ず、現地での筆写のみが認められている写本が存在したりすることである。そのような事態に遭

遇した場合、自分が取得を計画していた写本をあきらめて、現地において研究テーマを急遽変更

したり、その写本を書き写すために現地での滞在日数を増やしたりする必要が出るかもしれない。

フィールドワーク中は、臨機応変に対応する心構えと日程面および金銭面での余裕を常に持って

おくとともに、不測の事態に備えて、常に指導教員と相談・連絡できる環境を整えておくことが

大切だと痛感した。 

〇刊本の探索・収集 



刊本は主に書店および図書館で手にすることができるが、上記の内容をふまえ、ここでは書店で

の刊本購入について述べたい。私が今回調査して得た印象としては、インドの書店は特定の内

容・言語に特化した小規模のものが多い。店頭・書庫にない書籍は、店主に紹介された別の書店

を訪ねるか、日数をおいて取り寄せてもらうことになる。そのため、目当ての刊本がある場合、

その書店がある街の滞在期間における早い段階で書店を訪問することが肝要である。 

〇研究ネットワーク 

今回の調査で、私の研究と関連するテーマ（上記のキーワードで掲げたもの）の研究者を歴訪し

たが、「君の今後の研究のために、あの先生に会うとよい。著名で多忙な人だけど、私から紹介

されたといえば、必ず時間を割いてくれるはずだ」といった具合に話が進むことが多々あった。

このことを通じて、研究者として生きていくうえで、真摯に研究に向き合い、実績を重ねること

はもちろんだが、人と人との繋がりを活かすことも重要だと学んだ。 

 

反省と今後の展開 

【反省】 

〇テキストの収集 

写本および刊本の収集において、図書館職員や書店の店主と相談しながら調査を進めることがあ

ったが、彼らの母語であるヒンディー語を使用した方がスムーズに事が運ぶと感じた機会が多か

った。次回のインド調査までにヒンディー語を学ぶようにしたい。 

〇ネットワークの構築 

今回の調査では、どの研究者に会うかは事前に決めておらず、ある研究者に会ったのち、その方

に紹介していただいた研究者を訪ねるということを繰り返していたが、次回のインド調査時には、

現地でどの研究者に会うべきかを事前に調べるようにしたい。 

【今後の展開】 

〇写本の読解 

今回の調査で収集した写本に記載されたイラーハーバーディーのテキストを、2022年度後期に読

み解いていく。この読解の過程において、イラーハーバーディーの存在一性論思想の詳細な理解

とともに、来年度に提出する博士予備論文で主に論じるテーマを構想したい。 

 

 

  



 

 

 

写真 1：アリーガル・ムスリム大学の正門 

 

 

写真 2：アッラーハーバードのシャイフ・モスク 

 


